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environmental issues" of the students who want to be teachers, there was a small 
difference in the test ratio between the students who want to be teachers. For example, 
concerning the item "if you were an elementary school teacher" a significant difference 
in the test ratio was observed.
  （2）Concerning awareness of the students who want to be teachers about "nuclear 
power, and radiation": ① About half of the students have learned about nuclear power. 
② About 30 % of the students remember learning about radiation,but only 3% of the 
students have experienced learning about radiation.　③ The consciousness that they have 
learned about radiation and nuclear power is low.　 ④ 70% of the students are concerned 
about nuclear power and radiation learning.In addition, about half of the students 
think that they need to learn about radiation in elementary school.
 （3）Awareness of the students who want to be teachers about " energy and 
environmental issues": ① Most of the students answer," I remember learning about 
global warming", and are aware of many problems. ① The consciousness that they have 
learned the energy and environmental issues is high. ③ About 80% of students think that 

















































の所属の内訳は、本学生（教育学部学生 171 名、人文学部学生 164 名、健康栄養学部学生 65 名）
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と、国立大教育系学生 64 名、私立教育系短大学生 27 名、計 491 名からの回答を得た。
　分析方法としては、回答の集計、その割合を算出する。教師を志望する学生（教師志望学生　
以下、n1 と記す）と、教師以外を志望する学生（それ以外の学生　以下、n2 と記す）の割合を









　n1 の 47.0％が「原子力発電について学んだことがある」と回答、n2 は 39.0％であり、8.0 ポ
イントの違いがあった（表２）。n1 中の 119 名が原子力発電所や科学館などの見学に行ったこと








　n1 の 34.0％は「放射線について、習った覚えがある」と回答、n2 は 47.8％であり、13.8 ポイ
ントの違いがあった（表７）。n1 より n2 の方が、高い割合であった。n1 が習った学習内容は、
「放射線の種類・性質」が最も多く、「放射線のメリットデメリット」「放射線の利用」「放射能と
放射線の違い」の順であった。n2 も同じ順であった（表８）。また、「放射線の実習をした」と
回答した n1 は６名（n1 全体の 2.4％）、n2 は２名（n2 全体の 1.1％）である（表９）。放射線実




きない」は、それぞれ n1 は 45.1％、58.5％であった。n2 は 39.5％、50.0％であり、5.6 ポイン
ト、8.5 ポイントの違いがあった（表 11―a、表 11―b）。n1 の 79.1％が、リスクに関する教育が
「必要である」と回答、n1 と n2 との違いは小さかった（表 11―c）。中学校学習指導要領「放射
線の性質と利用」という改訂部分を知っている学生は、n1 は 11.9％、n2 は 3.3％であった。n1 
と n2 との間に 8.6 ポイントの違いがあった（表 12）。
教師志望学生の「原子力発電、放射線、エネルギー・環境問題」に関する意識調査
　 （3）「原子力発電・放射線」に関する項目について
　 「原子力発電・放射線の学習に、十分関心がある・ある程度関心がある」と n1 の 76.7％が回
答、n2 は 61.6％であり、15.1 ポイントの違いがあった（表 13）。また、「小学校で学ぶ必要があ





べきで、小学生には難しい内容だから」と回答し、n2 全体の 7.1％が同じ理由と回答した。n1 





十分ある・少しある ｣ と回答、n2 は 9.3％であり、n1 と n2 との間に 7.7 ポイントの違いがあっ
た（表 15）。また、n1 の 13.5％が「（もし）あなたが小学校の先生だったら、原子力発電・放射
























　 「総エネルギー量は、減少すべきですか」に対し、n1 の 54.5％が「そう思う」と回答、n2 は 
51.1％であり、n1 と n2 との違いは小さかった（表 17）。「生活のレベルを落とすことに、反対で
すか、賛成ですか」の問いに、生活のレベルを落とすのは n1 の 17.0％が反対、19.8％が賛成で
あった。また、n2 の 19.2％が反対、20.9％が賛成であり、n1 と n2 との間の違いは小さかった。
「どちらでもない（45.8％、39.6％）」が最も多く回答、n1 と n2 との間に 6.2 ポイントの違いが
あった（表 18）。「生活水準とエネルギー消費の関係」は、n1 の 62.5％が「エネルギー消費の増
加を防ぎながら、生活水準を向上させていく」と回答、n2 も同じ回答で 59.4％であり、n1 と n2 
との違いは小さかった（表19）。
　また、「生活と石油との関わり」について、n1 の 59.3％が「省エネに心がけ、生活に不便が生
じても、石油消費を減らしていく」と回答、n2 同じ回答で 51.7％であった。n1 と n2 との間
に 7.6 ポイントの違いがあった（表 20）。「今後の望ましいと思うエネルギー資源について」は、
n1 の 1 位は「太陽光」2 位「風力」3 位「水力」4 位「地熱」5 位「天然ガス」と回答、n2 の順



















た考えを選択した（表 22）。「発展途上国の工業化」については、n1 の 43.1％が「各国の現状に
あわせた規制をつくり、世界総汚染量が増えないようにすべきである」と回答、n2（34.1％）は






















　n1 の 93.3％が「エネルギー・環境問題について習った覚えがある」と回答、n2 は 90.1％であ
り、n1 と n2 との違いは小さかった（表24）。「習った覚えがある」学習内容についての順位は、
n1 は 1 位「温暖化」2 位「酸性雨」3 位「自然森林破壊」の順であった。n2 の順位も同様であ
り、n1 と n2 との違いも小さかった（表25）。
　 「小学校で学ぶ必要がある」に対して、n1 の 82.2％が「（学ぶ必要があると）思う」と回答、
n2 は 74.2％であり、8.0 ポイントの違いがあった（表26）。
　n1 の「エネルギー・環境問題に対する知識・情報は何から得ているか」は、1 位「テレビ」2 
位「学校の授業」3 位「新聞」４位「パソコン通信・インターネット」、5 位「家族」の順であ
るのに対して、n2 の 1・2 位は同じ順位であるが、3 位「パソコン通信・インターネット」4 位
「新聞」5 位「エネルギー関係の展示・科学館」という違いがみられたが、n1 と n2 との違いは



























に 0.05 ㍉シーベルト程度で、毎週 1 回身体の一部にＸ線を受ける量より、年間に自然から全身
に放射線を浴びている量の方が多いのであり、放射線の量的な理解が得られていないものと思わ
れる。n1 の方が 5.6 ポイント、8.5 ポイントの高いことから、n1 の方が n2 より正しい知識が定
着していないのではないかと思われる（表 11 － a、表 11 － b）。また、リスクに関する教育が「必
要である」と回答した n1 ・n2 の違いが小さかったことから、「薬害」「環境問題」などで言われ




ているものの、十分な理解が得られていないと考える。n2 より n1 は 8.6 ポイント高いことから、
n1 の方が学習指導要領を意識した学習をしている学生が n2 より多いと考える（表12）。
 （3）「原子力発電・放射線」に関する項目について
　 「原子力発電所・放射線について」では、n1 の約７割強が「十分関心がある・ある程度関心
がある」となった。n1 が 15.1 ポイント高いことから、n1 の方が強い関心を示しているものと
考える（表13）。n1 の過半数の学生が「小学校で学ぶ必要がある」と考えている（表 14）が、
「自ら教える知識や自信はない」と自覚している（表 15、表 16）。n2 より n1 は「学ぶ必要がある」
と 2.3 ポイント高く、n1 の方が小学校での必要感を感じているものと考える。n1 の「（小学校
で教える）必要がある」理由として、n1 の 21.7％が「原子力発電所問題は大人だけが考えるこ
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ていて、n1 と n2 との間の違いは小さい（表 19）。「生活と石油との関わり」については、「省エ
ネ……石油消費を減らす」という将来のライフスタイル見直しに対する意識が表れていて、『持
続可能な社会』でのエネルギー消費という視点をもつ学生が約６割いることが分かった。n1 の












   「環境を汚染する恐れがある商品の使用」についての考えは、n1 の約４割が「汚染を除くた
めの費用を、その商品の値段に加える」と回答、n2 の約３割が「その商品を使うか使わないか
は一人ひとりの選択にまかせる」と回答、考え方に違いがあった（表 22）。
   「発展途上国の工業化」については、n1 の約４割が「各国の現状にあわせた規制をつくり、
世界総汚染量が増えないようにすべきである」と回答、n1 と n2 との間で 9.0 ポイントの違いが
あることから、n2 より n1 の方が「世界総汚染量を増やさない」ことを考える学生が多いことが
分かった。n2 の約３割強が「発展途上国は、エネルギーをあまり使わないタイプの産業を育成
するべきで、先進国はそれを援助しなければいけない」と回答、「発展途上国」「先進国」という




から、エネルギー・環境問題の意識が高いと考える。n1 と n2 との違いは小さかった（表24）。
また、「習った覚えがある」学習内容の一番多かったのが「温暖化」であることから、最も深く
印象が残っていた学習であり、興味・関心が高かった学習と考え、環境問題に対する課題意識を
持ったきっかけにつながった課題と考える。n1 と n2 との違いは小さかった（表25）。
　n1 の約８割が「（エネルギー・環境問題を小学校で学ぶ必要がある）と思う」としている。n2 
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